
 

 

 

旅客施設における音による移動支援方策に関する研究会 

検討の流れ及びその結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「公共交通機関旅客施設の移動円滑化整備

ガイドライン」 
「音案内について更なる検討が必要」 

視覚障害者に対しニーズを個別にヒアリング調査（約 100 人）

本研究会の立ち上げ 

要望が特に強い５カ所を選択 

改札口、エスカレータ、トイレ、ホーム、地下鉄地上出入口 

音による案内の具体的

な検討 

改札口： 
「ピン・ポーン」 

エスカレーター： 
音声案内「行き先」

   「上下方向」

トイレ： 
音声案内「男女別」

プラットホーム上の

階段：鳥の鳴き声 
地下鉄地上出入口： 
「ピン・ポーン」

個別の音案内のガイドライン 

・導入事例調査 

・メーカー・交通事業者への

ヒアリング 

・エスカレータ－での実験 

パブリックコメント 

事前インタビュー 

視覚障害者、歩行訓練士、

音の専門家、研究者など 

別添２ 


